




渡 邉 秀 司
要 旨
この論考 は,宗 教 という人の営みの考察を 目指す もの と しなが ら,主 題 として,民 俗信 仰 と呼称 さ
れる ものを考察 して い くための視角を提示す るものであ る。 まず宗教に関連す る視 角の中か ら 「聖 な
るもの」 「救済」「創唱宗教 と民俗信仰」 という論点 を選択 し,先 行研究 について論 じなが ら,そ の視
角につ いての論を展開す る。「聖な るもの」は宗教学で主要 なテーマ として語 られ るものであ り,社
会学 としてはその業績を主に用いなが らも,留 保事項 とす る問題 で もない とした。「救済」 につ いて
は,救 済宗教 と 「癒 し」 とい う概念 を本稿で は論 じ,ユ ーザーへの アピールの道具 として,ま た重 要
な機能 として考えてい くべきではないか と考えた。「創唱宗教 と民俗信 仰」 とい う視角 については,
古 い考 えかたであ るが,「 私の信仰」を考え る際の理念型 として用 い ることはで きるだろう。以上3
つの視 角を述 べた上で,民 俗信仰の理解 には,個 別的な事象 を丁寧 に理解す ることと,そ して,社 会
的な文脈 で とらえることが重要なのであると した。
キーワー ド:聖 な るもの,救 済,創 唱宗教 と民俗信仰,「 私の信仰」
は じめに
この論考は,大 枠としては宗教 という人の営
















また,妖 怪,呪 術(オ カル ト)な どといったメ
ディアによって注目されるようになった,む か




































結婚式や村祭 りなどは神道で行い,個 人の病気 ・
災厄などに対 しては民間信仰(民 俗信仰)で 対
処する。 とすると,人 々は世界宗教(仏 教),





























に 「救済」 という観点か ら論 じたい。先ほども








っつ,成 立宗教 とされるものと民俗信仰 とされ
るものとの関係性を考察 したい。
1.「 聖 なる もの」 と
民 俗信 仰の 「世界観 」

















































デュルケムは 「神話 ・教義 ・儀礼 ・祭式の多少
とも複雑な一体系である。2)。」 と述べている。






道徳的な賛辞であるとか,「 善い」 とい う意味


























































































































ら見 るとする場合,デ ュルケムのように 「聖な
るもの」を社会と同一視 し,宗 教をす ぐれて社





信仰 も現代 日本の宗教現象である。さらに言 う


















































いう視点は興味深い。 この節では,救 済宗教 と





2一 ①:救 済宗教 という概念
救済宗教という考え方は,島 薗進 らによって
考察された概念である。また,70年 代後半に対







































































破 られた人間は,他 者に対 して異なるまなざし
を持つ。それをM.ウ ェーバーの 「宗教的同胞
倫理」という概念を用いて説明する。その際,
















「癒 し」 とはどういうものであるのか。 弓山
達也 らが著 した 『癒しを生きた人々一近代知の
オルタナティブ』によると,「癒 し」とは合理 ・
近代 ・科学を見据えながら,非 合理 ・伝統 ・宗
教への安直な回帰を拒む際の,も う一つの道で
あり,近 代西洋医学とも伝統的な病気治 しとも









提があるとしている(田 邉 ・島薗 ・弓山1999)。










な ものを重視 し,「意識変容が社会変革 につな
がる」とする人 々がその源流 とされている。 ド
ラッグによる意識変容などがあげられるが,ヒ
ン ドゥー教,仏 教などの東洋思想の影響 も受け
ている。 日本では 厂精神世界」という言葉が浸




















































教にある概念などを取 り入れなが らも,自 らの
教説を展開し,数 多 くある山岳信仰の一つに過
ぎなかった富士講に,新 たな方向性を示 したと
される人であるが,彼 の言 う 「生れ増」という
ことを端的に述べるなら,父 母への孝行,主 君
への忠節,自 らの職分が果たすべき事をまじめ







































































3一 ①:創 唱宗教 と民俗信仰との関連性
日本の民俗信仰についての考察は,桜 井徳太
郎が興味深い考察を行っている。まずは,桜 井









民間に定立 した民族宗教の伝統,つ まり,祖 霊





















宗教として成立 したものであり,民 俗信仰 との
親和性は元来あるものとして考えることは可能
である。神道の教義,語 義などはこの論考では
語ることではな く,桜 井 もまた神道の 「原質」
に関わることを論 じている。桜井に言わせれば
























えた,日 本に還流 している家観念や祖先信仰 と
いった不変要素に根付いていることは見逃せな
いとする(伊 藤2001)。 変化の中にある 「常」
「不変」の部分を抽出してい くことが重要であ
ると伊藤は述べている。


































を注意深 く整理 してい くことが,対 象の持つ宗
教性への理解にも繋がるのではないかと考えて
いる。







す方法 としての 「霊場参 り」 と,観 音菩薩の





は 「拡張」したのか 「選択」 したのかという点




をそのまま融和 してい くのか,つ まり,創 唱宗
教と融和 しながらも深 く民俗信仰 としての特性
を維持 し,「拡張」させていくのか,あ る特定
の原理のみを集中的に吸収 し,融 和 してい くの
か,つ まり,基 本的には創唱宗教であるとしな





























民俗信仰 という考え方が成立 し,宗 教としての
条件を持つものとの差異をことさらに強調する
































言 うところの 「共同の営み」でもある。 どのよ
うに他者に影響を与えていくのか,ど のように
























俗 信 仰 を考 え る こと は重 要 で あ る と述 べ た が,
分 析 に入 る前 の 出発 点 は必 要 で あ り,そ の 際 に
一 般 的 に想 定 さ れ る と思 わ れ る視 角 を論 じた
。
個 人 的 な 関心 に 引 き寄 せ な が ら視 角 を設 定 し論
じた の で,ま った く一 般 的 な視 角 とは言 い が た
い か も しれ な いが,民 俗信 仰 を分 析 す る際 に は,
必 ず 意 識 せ ざ る を得 な い視 角 で あ る と考 え て い
る。 今 後 の研 究 課 題 と して 自 ら に銘 じつつ,こ
の論 考 を しめ た い。
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